
尾道市立三成小学校

改善計画

7月 1月

低学年
９０％

88% 94% 101% Ａ 3

中・高
学年

８５％
87.1% 83.2% 100% A 3

進んで気持ちのよい挨拶をす
る児童の育成

時と場に応じて進んで気持ちのよい挨拶
をすることを習慣化させる。
・名前を付けて挨拶することの習慣化

気持ちのよい挨拶について
の児童アンケートにおい
て，肯定的に答えた児童の
割合８０％以上

80% 70.9% 82.8% 104% Ａ

「名前をつけて挨拶する」から「相手の目
を見て挨拶する」と評価の方法を変更した
ところ，82.8％の達成率であった。以前
の項目では児童の実態に即さず，難しさが
あったと考えられる。目標値は達成できて
いるが，挨拶がなかなかできない児童も一
定数いる。相手との良好なコミュニケー
ションを図るために必要不可欠であるの
で，継続して指導していく。

3

・朝の見守りで立っていても，元気にあいさつす
る子が増えていると感じる。また，恥ずかしそう
にしている子も会釈をするようになり，コミュニ
ケーションの一歩だと思う。
・「気持ちの良い挨拶」が児童から見れば抽象的
なので，レベル１～レベル５のように，具体的な
姿を提示するといい。
・挨拶は人間関係の基本です。100％を目指して
ほしい。
・登下校時に児童から挨拶をしてくれる事が多く
なった。挨拶は，児童の心の状態が大きく影響し
ている。そのことも考えた関わり方が大切だと思
う。

・目を見て挨拶できる児童が80％以上いる
ことから，「明るい声で」や「笑顔で」な
ど次のステップとして提案していくことが
考えられる。
・長期休業明けの時期が挨拶できにくくな
る時期であるので，今の状態を維持し，発
展させていくことが必要である。

責任をもって仕事をやりきる
児童の育成

学期の目標，係活動についての振り返り
を毎月行い，自分に与えられた役割や自
分で決めたことを最後までやりきるとい
う意識をもたせる。

「自分に与えられた役割を
最後までやりとげている」
と肯定的に答えた児童の割
合８０％以上

80% 91.5% 91.4% 114% Ａ

・係活動等について，最後までやり遂げて
いると回答した児童は前期と比較して横ば
いである。日常の取組としてトイレスリッ
パや靴箱の靴そろえを重点項目として位置
づけ相互チェックや当番活動を仕組み取り
組ませてきた。取組期間中は意欲的にで
き，学校のルールや役割を果たすことがで
きた。取組期間が終わってからも継続する
ように指導や評価をしていく。
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・次年度は，次のステップ「習慣化（定着）」さ
せていくための取組を期待しています。
・時間と共に児童の意識が下がっているように思
う。
・子供ごとに「できている」と感じる基準が違う
ので難しいと思うが大切なことなので引続き取組
んでほしい。
・現代の日本人は欧米的な考えになってきている
が，日本の基本は何に対しても忠実であることな
ので，引き続き大切にしてほしい。

・学校全体で取り組んだ活動を取り組んだ
だけに終わらせず，肯定的に評価し継続さ
せる。クラス単位での当番活動等も同様に
一人一人が自分事として捉え，役割を果た
していけるような工夫をする。

健康な生活習慣
の定着

正しいはみがきの仕方が定着
している児童の育成

はみがきタイムの徹底
・放送による実施の呼びかけ
・給食委員会の取組
・がんばりカードへの記録

○規則正しい（朝・昼・
夜）はみがきの習慣が定着
している児童の割合８０％

80% 72.5% 77.0% 96% B

　上半期に比べ，下半期のアンケート調査の結
果，数値が更に上がり，歯磨きの習慣を実感し
ている児童が増えていることがわかる。しか
し，4月に受診した歯科検診での歯垢の付着率
の割合41.8％に対して１１月の二度目の検診
の結果では，67.6％と歯垢の付着している児
童の割合が大幅に上昇していた。要因として，
コロナ禍で歯科受診を控えている家庭がいるこ
とや食後の歯磨きが未実施だったり不十分だっ
たりしたのではないかと考える。
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・お昼の歯磨きができていないことで，意識が低
下しているように感じる。コロナ禍なので仕方が
ないが残念である。
・「学校でできること・できないこと」「家庭で
できること・できないこと」を整理して取り組ん
でいくと，教育効果を上げられると思う。

 三学期は，歯垢の付着率が高い児童の個別
での歯磨き指導の実施を検討していたが，
新型コロナウイルス感染症の第６波によ
り，実施を見送ることとなった。また，蔓
延防止措置の発令により，昼食後の歯磨き
の実施も自粛している。引き続き，保健便
りを中心に家庭での啓発を行いながら，コ
ロナ禍の中でも行えることを検討していき
たい。

不祥事０を目指す
「働き方改革」を進め，時間と心のゆと
りを生む。定期的に服務研修を行い，不
祥事の未然防止を図る。

職員アンケート「自分の職
務に充実感を持っている」
の肯定的評価の割合

80% 73.7% 78.9% 98.6% B

　職員アンケートの肯定的評価の割合は，
1学期に比べ向上した。これは，1学期は
実施できなかった学校行事等を，2学期は
形を変えながら実施することができたた
め，児童の成長を感じることができ，職員
が達成感や充実感を持つことができたと考
えられる。
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・職員の時間外勤務10月・11月が気になる。緊
急事態宣言解除開けでの業務（特に行事の変化・
工夫）が増えたのではないかと推測される。
・コロナ禍でより負担が大きくなっている職員の
皆さんの働きをもっと評価してほしい。
・コロナ禍で大変な中，発表会等少しでも子供た
ちの成長や学校の様子がいられるよう工夫してい
ることに感謝します。

　職員のアンケートによる数値は上がった
が，時間外勤務月45時間以下の職員が6割
に達していない。働き方改革を進めるため
に，仕事の効率化，適材適所の人材育成，
計画的な仕事の段取り，行事等の精選によ
る職員の負担軽減など考える必要がある。

学校と保護者との相互理解を
深める

職員による情報発信を行い，保護者の学
校満足度を高める。

保護者アンケート「安心し
て子供を学校に通わせてい
る」の肯定的評価の割合

90% 96.4% 95.7% 106% A

　保護者アンケートの肯定的評価の割合は
1学期に比べ0.7％下がったが目標値の
90％を上回ることができた。アンケート
の内容では「いつも学校であったことを先
生が知らせてくれる」という意見が多く，
丁寧で迅速な対応を行うことで安心を得る
ことができたためと考えられる。
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・学校と家庭との関係が，これからもいい状態で
続いてほしい。
・三成小学校は，児童数が増加してい。これから
も安心できる学校であってほしい。
・この2年間学校へ行く機会が減っているが，先
生方が学校で起きたことをすぐに知らせてくれる
ことで安心することができる。

　保護者の学校満足度を高めていくために
は，児童や保護者の思いを受け止め，丁寧
で迅速な対応を心がけ，家庭との連携を充
実させることが大切である。また，通信や
HP等で学校の様子を積極的に配信すること
で，教育活動に理解を得ていきたい。
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主体的に学び，
自らの学びを自
覚する児童の育
成

基礎的学力の育成
ドリルタイム・NIEタイムを充実させる
ことで，国語・算数の基礎的な学力の定
着度を伸ばす。

国語・算数の単元末テストの通
過率

80%

上半期に比べ，下半期の結果は上がった
が，目標を達成することができなかった。
今年度，ふり返りの視点として，「学習で
身に付けた力をどのように生活に生かす
か」という視点を取り入れたため，具体的
な考えをもつことができず，児童が課題に
感じたためと考えられる。また，児童のメ
タ認知が向上したことで，具体的な行動に
つなげる深いふり返りを追求することがで
きるようになったためでもある。
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・評価指標は児童アンケートだけでなく指導者の
アンケートも必要だと思う。
・次年度は振り返りの具体的な内容の明確化に向
けて研究し，成果を上げてほしい。
・ＳＤＧｓ学習が自分たちの生活とどのように関
係しているかを考え，自分自身の問題として学習
を進めてほしい。
・様々な方法で評価すると，子供の特異な表現で
自分の考えを発表することができとても素晴らし
い。

77.2% 79.1%

b 中期経営目標 c 短期経営目標 m 改善案l コメント

自らの学びを自覚する児童の
育成

学期に１回以上SDGsの視点を取り入れ
た単元づくりを行い，児童が自らの学び
を行動に生かす態度を養う。

ふり返りについての児童ア
ンケートにおいて，肯定的
に答えた児童の割合８０％

98%

児童の学びをふり返る視点を吟味すること
や，ふり返りの方法を記述式だけにこだわ
らず，柔軟に行っていくことが必要だと考
えられる。また，ふり返りの視点を学校全
体で共有し，児童にどのようなふり返りを
させたいかを教師が明確にしておく必要が
ある。

Ｂ

目的意識をも
ち，自己決定で
きる児童の育成

j 結果と課題の説明
i

評
価

小中連携を核とした確かな学力定着の取組の継続と発展 a 　ビジョン 人として育ち　育てる学校　～　そだてる心　と　きたえる力　～

ハ
e 評価指標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

a 　ミッション

未来に向かい　自ら学び　行動する　三成っ子の育成　　～未来を拓く基盤（根っこ）をつくる～

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

イ ロ

子供を安心して
通わせることが
できる学校作り

g
達成
値

・達成度がほぼ100％で，指導者の努力と組織的
な取組の成果だと思う。
・学力格差の解消は大変だが，児童個々の学習意
欲を大切にしながら取組んでもらいたい。
・低学年の保護者から「授業についていけるか心
配」という声を聞くことがあるが，個に応じた補
充学習で対応があると安心である。

低学年，中・高学年のどちらも目標を達成して
いる。これは，ドリルタイムで漢字や計算の反
復練習を行ったことや，算数科の授業で自分の
考え方を書く活動を多く取り入れてきたことに
より，基礎的な学力が身に付いたと考えられ
る。また，SDGsの視点を取り入れた単元づく
りやNIEタイムの活用によって，より身近な問
題として課題に取り組むことができたと考えら
れる。一方，基礎的な知識・技能は身に付いた
が，それらを活用する設問で課題が見られた。

児童の基礎的学力の育成を図り，単元末テ
ストの通過率の達成について評価を行って
きたので，児童の実態を把握することがで
きた。これにより，指導方法を改善するこ
とにつながった。今後も継続していきた
い。
生活経験が少ないために，理解や定着が困
難な場合があるので，他教科とも関連させ
ながら，継続的に定着を図る必要がある。

令和３年度　学校評価表　

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

f
目
標
値

g
達成
値

様式1


